
 

- 48 -             リーディングプロジェクト【５】 

４．プロジェクトの考え方・進め方

（５）市民の皆さんの関わりによる身近な公園緑地の改善や育成管理の体制づくり 

 ＜リーディングプロジェクト【５】＞ 

１）公園緑地の育成管理で活用する４つのシートと活用の流れ 

市民の皆さんに関わりを持っていただきながら、持続的な育成管理を進めていくために、図

4-(5)-1 の４つのシートを活用します。なお、<２>「公園緑地データシート」、<３>「みどりのカル

テ」、<４>「みどりの管理シート」の形式については、今後も使用しながら柔軟に更新していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-(5)-1 ４つのシートと活用の流れ 
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「みどりのカルテ」を基に、市民の皆さん、専門家、多摩市の基本的

な取り組みやルール、それに基づく実行計画案をまとめ、活動団体と多

摩市で情報の共有を行うためのシート。ワークショップの中で合意をと

りながら作成を行う。その活動団体の公園緑地での活動の基礎となり、

必要に応じて、団体や地域との合意形成を経ながら更新されていく。 

<４>「みどりの管理シート」（Ｐ51,52  図 4-(5)-4、図 4-(5)-5） 

 

 「みどりのカルテ」作成の対象となる公園緑地の基本情報である、種

別、公園面積、活動団体、主要施設や主要な樹林、設計概要、平面図等

を「みどりのカルテ」の裏面に記載したもの。ワークショップの前にあ

らかじめ用意し、カルテ作成に活用する。 

<２>「公園緑地データシート」（Ｐ49 図 4-(5)-2） 

 

 多摩市が管理する、公園緑地の施設情報などをまとめてあるシート。

記載してある情報を「公園緑地データシート」の作成時に活用する。ま

た、育成管理活動により公園緑地の施設の変更や状況の変化などがあっ

た場合、多摩市が公園台帳に管理履歴として記録していく。 

<１>「公園台帳」  

 

市民の皆さんが日ごろから感じている、対象の公園緑地の現状や課

題、ニーズとともに、公園の将来像、新たな利用の提案や今後の関わり

などの生の声を把握するためのシート。ワークショップを通じて作成を

行う。 

<３>「みどりのカルテ」（Ｐ50 図 4-(5)-3） 



 

- 49 -             リーディングプロジェクト【５】 

４．プロジェクトの考え方・進め方

  

図 4-(5)-2 「公園緑地データシート」  標準シート 



 

- 50 -             リーディングプロジェクト【５】 

４．プロジェクトの考え方・進め方

図 4-(5)-3 「みどりのカルテ」 標準シート 
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４．プロジェクトの考え方・進め方

図 4-(5)-4 「みどりの管理シート」 標準シート 1/2 
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４．プロジェクトの考え方・進め方

  

図 4-(5)-5 「みどりの管理シート」 標準シート 2/2 



 

- 53 -             リーディングプロジェクト【５】 

４．プロジェクトの考え方・進め方

２）ワークショップとは 

簡単な作業やゲーム感覚の話し合いを通じて、参加者全員の意見やアイデアを出し合い、それを

もとにして合意形成をする会議手法の一つです。なによりも参加して意見を出すことに意義があり

ます。図 4-(5)-6 は進め方の一例で、ワークショップの進め方にはさまざまな手法があり、目標や

テーマによって変更していきます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３）ワークショップの運営と取りまとめ 

現在、ワークショップの取りまとめや進行役については多摩市が中心となって行っていますが、

全ての公園のワークショップを市主体で取りまとめることは現実的に不可能です。今後は取りまと

めや全体の司会、ファシリテーター（進行役）をできる人材に協力を要請したり、講座を開いて人

材を育成したりしながら、市民の皆さん自身がワークショップなどの合意形成を行なう場づくりが

できる体制の構築をめざします。 

 

 

 

 

 

  

ファシリテーター（進行役）の主な役割 

・参加者がテーマに沿って発言ができるように、中立の立場でガイドする。 

・参加者の意見をよく聞き、持ち味や力（参加者の考え）を引き出す。 

・テーマから外れすぎないように、話しあいの流れをチェックする。 

・時折話しあいの論点をまとめ、現時点での確認とその共有化を図る。 

・時間内にワークショップが終わるように、時間配分に気を配る（別途タイムキーパーを置くのも可）。

 

・意見の発表 

・意見の追加 

（ただし、否定は禁止） 

<３> 

グループワーク 

 

・グループ内での 

 意見の取りまとめ 

・発表者の決定

<４> 

意見とりまとめ 

 

・全体の進行者による 

・まとめ 

・必要があれば次回方針

の発表 

<６> 

全体のまとめ 

図 4-(5)-6 ワークショップの進め方の例 

 

・テーマに関する考察 

・意見をカードに書く 

<２> 

個人作業 

 

・各グループによる発表

<５> 

グループ発表 

必要に応じて 

複数回行う 

・10 名以下が目安 

・簡単な自己紹介 

<１> 

グループ編成 
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４．プロジェクトの進め方・考え方

４）日常の支援のための施設の設置 

「みどりの管理シート」を作成した後、市民の皆さんのみどりへの関わりの推進として、公園緑

地等の維持管理等が行いやすい環境づくりも大切です。日常の維持管理活動の支援として「落ち葉

ステーション」や、「枯れ枝置き場」などの施設の設置を行っていきます。（写 4-(5)-1、写 4-(5)-2、

写 4-(5)-3、写 4-(5)-4 参照）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写 4-(5)-1 落ち葉ステーション（ベニヤ囲い） 写 4-(5)-2 落ち葉ステーション（枝囲い） 

写 4-(5)-3 落ち葉ステーションの作成の様子 写 4-(5)-4 枯れ枝置き場 


